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千葉市ふるさとハローワーク事業業務委託に係る企画提案募集要項 

 

１ 委託名 

  千葉市ふるさとハローワーク事業業務委託 

 

２ 参加資格 

  企画提案に参加を希望する者は、次の要件を満たしていなければならない。 

（１）委託業務を円滑に遂行できる安定的かつ健全な運営体制及び財政能力を有すること。 

（２）各行政機関等から指名停止を受けている期間中でないこと。 

（３）過去２年以内に銀行取引停止処分を受けている者でないこと。 

（４）過去６か月以内に不渡手形又は不渡小切手を出している者でないこと。 

（５）債務不履行により所有する資産に対し、仮差押命令、差押命令、保全差押又は競売手続の開始 

  決定がなされている者でないこと。 

（６）法人市民税並びに消費税又は地方消費税を滞納している者でないこと。 

（７）暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第７７号）第２条第１項第２号 

  から第６号までに該当する団体又は団体に属している者でないこと。 

 

３ 業務の目的 

  「千葉市ふるさとハローワーク事業業務委託」仕様書に記載のとおり 

 

４ 業務委託の内容 

  「千葉市ふるさとハローワーク事業業務委託」仕様書に記載のとおり 

 

５ 委託期間 

  令和４年４月１日から令和５年３月３１日まで 

 

６ 委託料 

  金１５，８７５，３００円（消費税及び地方消費税相当額を含む）以内とする。 

 

７ 履行場所 

   千葉市内 

 

８ 企画提案参加申込書及び誓約書について 

  企画提案に参加を希望する者は、下記（３）に記載の書類を提出しなければならない。 

（１）提出場所 

   〒２６０－８７２２ 千葉市中央区千葉港１番１号 

   千葉市経済農政局経済部雇用推進課（千葉市役所２階） 
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（２）提出期限 

   令和４年２月２８日（月）午後５時まで 

   （土、日及び休日を除く午前９時から午後５時まで） 

   なお、郵送の場合は締切日に必着のこと。 

（３）提出書類 

  ア 企画提案参加申込書 

  イ 提案者に関する調書 

  ウ 誓約書 

  エ 登記事項証明書（履歴事項全部証明書） 

  オ 印鑑証明書（代表社印） 

  カ 法人税並びに消費税及び地方消費税の納税証明書（その３の３） 

    ※発行日は申請日から３か月以内であること。 

  キ 市税完納及び特別徴収に関する証明書     

（４）質問の受付 

  ア 質問内容 

本募集要項及び仕様書に関する質問について、電子メールによる「質問書（別紙）」の提出を受

け付ける。 

  イ 質問受付期限 

    令和４年２月２２日（火） 

  ウ 質問送付先 

    千葉市経済農政局経済部雇用推進課 E-mail:koyosuishin.EAE@city.chiba.lg.jp 

  エ 質問回答 

令和４年２月２５日（金）までに回答し、質問及び回答については、市ホームページにおいて公

開する。 

（５）企画提案書の提出期限・提出先 

  ア 提出書類 

    本募集要項９－（２）に記載のとおり。 

  イ 提出期限 

    令和４年３月４日（金）午後５時まで 

    （土、日及び休日を除く９時から１７時まで） 

    ＊郵送の場合は、書留の扱いとする。 

  ウ 提出先 

    〒２６０－８７２２ 千葉市中央区千葉港１番１号 

    千葉市経済農政局経済部雇用推進課 

  エ 提出部数 

    正本１部（社名を記載し押印する） 

副本４部（社名等未記入）  
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９ 事業者選考について 

（１）選考方法 

   選考は、千葉市が設置する審査委員会で、提出されたすべての企画提案書を、下記（３）の審査基

準により選定する。 

   なお、審査は書面のみで行い、プレゼンテーション及びヒアリングは実施しない。 

（２）企画提案書 

   次に掲げる内容について企画提案書を提出すること。 

  ア 企画提案書表紙 

  イ 企画提案書本文（任意書式） 

    千葉市ふるさとハローワーク事業業務委託提案仕様書に記載されている、「委託内容」に対する

提案を行うこと。提案には、下記（３）の審査基準に記載されている、「評価項目」と「評価の着

眼点」に対して、可能な限り具体的かつ詳細な説明が含まれていること。 

  ウ 過去における類似業務の実績 

    業務内容及びその結果がわかる資料を提出すること。 

  エ 業務に要する経費の精算書 

    ・仕様書に記載されている業務を実施するために必要な費用を算定すること。 

    ・精算書の項目（内訳）は、できるだけ詳細に分類して記載すること。 

    ・業務委託料の上限額を超える事業の提案を行う場合、超過する部分については提案者の負担 

とする。 

（３）審査基準 

   選定に係る審査対象項目と審査基準は次のとおりとする。 

ふるさとハローワーク 

  評価項目 評価の着眼点 
配点 

（100） 

（１） 事業達成への工程 

仕様書に記載の本業務の目的及び内容に即し、工程が段階的に

整理され、利用者数の増加に向けた広報手法等が現実的である

と認められるか。 

２５ 

（２） 
ふるさとハローワー

クでの支援の有効性 

利用者に対する支援内容が明確に示されているか。また、生活

相談、職業紹介への引継ぎ等、利用者の段階に応じた支援策が

図られているか。 

２５ 

（３） 
感染症対策と利用者

支援の両立 

相談のデジタル化等、感染症対策と利用者支援を両立できる体

制となっているか。 
２０ 

（４） 人員配置について 
窓口業務人員について、円滑に業務が行える配置計画となって

いるか。 
１５ 
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（５） 効果検証の有効性 

本業務の遂行に当たり、効果を確認できるものとなっている

か。また、月次報告、年度報告の手法等が検証を行えるものと

なっているか。 

１５ 

 

（４）選考結果の通知 

   令和４年３月１５日（火）までに、企画提案書の提出者全員へ結果通知書を郵送、及び市ホームペ

ージで公表する。 

 

１０ その他 

（１）本委託の事業の実施可否は、令和４年第１回定例会において議決される令和４年度予算措置をも

って確定する。 

   令和４年度予算措置の状況により、事業の未実施又は仕様の一部変更が生じる場合がある。 

（２）企画提案書の作成、提出に要する費用は、企画提案者の負担とする。 

（３）提出された企画提案書については、返却しない。 

（４）提出書類の取扱いについて 

  ア 応募者が市に提出した書類は、理由のいかんを問わず返却しない。また、市は、委託者の選定の

公表等必要な場合は、提出書類の内容を無償で使用できるものとする。 

イ 委託者に選定された場合、委託者が提出した提案書等提出書類は、個人情報を除き、すべて公表

する。 

ウ 委託予定候補者の提出書類に記載された内容については、委託前であっても、市議会における議

案の審査等において、市が公表することが不適当と認めるものを除いて公表する。 

エ その他、すべての応募者の提出書類は、千葉市情報公開条例に規定する「公文書」として、同条

例に基づく開示請求の対象となり、原則として開示する。 

※ 千葉市情報公開条例に規定する「不開示情報」は開示されないが、例として、次回の応募に支障が生じ

るおそれがあるという抽象的可能性だけでは、不開示情報には該当しない。これは、委託者選定過程の透

明性を図るためであり、特に、委託者又は委託予定候補者の提出書類に記載された情報については、個人

情報等を除き、原則として不開示情報として認められないものとする。 

 

１１ 契約について 

（１）契約の締結 

ア 選考により最優秀提案と決定した提案を提出した者を委託先候補者とし、詳細な業務の内容及 

び契約条件について協議・合意した後に委託契約を締結する。 

イ 前項の交渉が不成立の場合には、千葉市は順次、次点以下の提案者と交渉を行い、委託契約を 

締結する。 

（２）留意事項 

ア 契約に当たっては、契約書を２通作成し、各１通を保有する。 

イ 提案された企画内容をそのまま委託するものではない（業務委託仕様書については、提案された

企画内容をもとに委託先候補者と協議の上、作成する）。 
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  ウ 契約保証金は要。ただし、千葉市契約規則第２９条各号に該当する場合は、免除とする。 

  エ 業務の一部について、他社に委託する際は、事前に千葉市の承諾を受けること。 

（３）守秘義務 

   本業務を遂行する上で知り得た情報については、千葉市の承認を得ることなく第三者に漏らして 

  はならない。                                    


